アメリカ法における婚姻の無効および取消に関する研究 by 重倉 珉祐
アメリカ法における婚姻の無効および取消に関する
研究
著者 重倉 ?祐
号 7
発行年 1963
URL http://hdl.handle.net/10097/14239
学 位 の 種 類
?
? 倉
くら
法
眠 祐
みん ゆ う
学 博 士
学 位 記 番 号 法 第 7 号
学位 授 与年 月 日 昭 和39年3月11日
学 位 授 与の 要件 学 位規則第5条 第2項 該当
学 位 論 文 題 目 ア メリカ法 に澄ける婚 姻の無効 澄 よび
取消に関す る研 究
論 文 審 査 委 員 (主査)
教授 幾 代 通 教授 鈴 木 緑 彌
教授 広 中 俊 雄
論 文 内 容 の 要 旨
?
2.
本学位論交の構成はつ ぎのとお りである。
序 言
第 一一章 総 論 一,序 説。二,無 効及 び取消に関する立法例 。三,婚 姻の無効 と取消 と
の差異
第二章 婚姻の無効及 び取消原因 一,序 説 。二,無 効及び取消の原因 。三,取 消権 の排
除原因 。
第三章 婚姻取消訴訟 一,序 説 。二,取 消訴訟の管轄権。三,証 拠 の提出。四,判 決。
五,扶 助料,弁 護士報酬金及び訴訴費用。
キ リスト教の婚姻非解消主義の伝統 の根強 い国に詮いては,婚 姻 の無効ない し取消は,歴 史
的 には離婚の代用物 として現 われた ものであ り,現 在において も,制 度の現実的機能につ いてみる
と きは,そ れ らと離婚制度 との間 の境界線は ときとしては曖昧である。この ような現 象は,キ リス
ト教的伝 統に加えて,一 般に法 制度の論理的整序が大 陸法系よ りも劣 るところの英米法系 に属す る
アメリカにおいては特 に顕著で ある。この よ うな理解の上 に立つて,本 論文提 出者は,実 質的には
アメリカ離婚法研 究の一環 として,婚 姻の無 効および取 消 を取 り上げる(序 言)。
筆者はまず,婚 姻の無効 ・取 消といい,あ るいは絶対無効 ・相対無効 という概念 じたいが一 そ
の要件 と効果 とを検討する ときには一 立法例 によつて多 少ずつ異なることを,ド イツ ・フランス
イギ リス ●日本等の諸 国につ いて概観す る(第 一章二)。 また,ア メリカ合衆国 じたいにおいて も,
法15
州の異 なるにしたがつて,こ の種 の概念 が必ず しも統一 されていない こと,そ して破綻 した婚姻を
現実に解消せ しめて当事 老を救済 するに値する場合 にその 目的を達 成 しうれば足 りるとい う実際 的
な態度が アメ リカ諸州の婚姻の無効 ・取消に関する判例法または制定法 の態度であ ることを指摘す
る(同 章三)。
ついで筆老は,ア メ リカの各 州を通 じての無効 ・取消原因 の具体的検討に入る(第 二章)。 すな
わち,原 因 としてのe法 律上 の婚姻無能 力(不 適齢婚 ・近 親婚.重 婚 など).O精 神上の婚姻無 能
力(〔♪神喪失など),白 身体上 の婚姻無能力,四 強迫,伍〕詐欺 などを,判 例法や制定 法にっいて逐
一一検 討 し(同 章一 ・二) ,つづいて取消権 の排除原因(ク リー ン ・ハン ドの原則,同 棲 など)に つ
いて述べ る(同 章三)。 そ して,こ の第二章は,本 論文 中質量 ともに最 も主要 な部分 をなす もので
ある。
最後 の第三章 の取扱 う婚姻取 消訴訟 とは,ア メリカ法においては婚姻締結地法 によつて無効であ
る婚姻の無 効宣 告を求める訴訟 と,婚 姻成立 当時存在 していた原因に もとついて婚姻 の取 消 を求 め
る ことに該当す る訴訟 との双方をふ くむ ところのannU豆mentsuitをいい,本 章 ではそ のうち主 と
して取消に該当する場合を検討する。そ して.と くに,取 消判決が確定 した場合 の効果 は原則 と し
ては婚姻関係をその成立時 に遡つて消滅 させ ることではあるが,当 事老間の妥当な後始末 のために
は,あ る点では不当利得の返 還の ごとき取扱 をし,ま たある点 では上記 の遡及的失効に対 する例外
的取扱つ ま り離婚の場合 に準ず るよ うな取扱 をすることが指摘 される。すなわ ち,大 多数の州にお
いては取 消までに出生 した子の嫡 出性 は影響を受け ない こと,取 消往でに夫が提供 した扶養 費の価
額 を超過 して善意 の妻が なしたところの奉仕の対価 は夫に対 しその償還 を請求 しうること,州 に よ
つては この問題 を婚姻解 消後 の委の生活保障 とい う視角 か ら取上げて補償請求権 を認めるところ も
あること,さ らに,取 消まで に夫婦 の共1司の努力に よつて獲得 した財産 の分割を命 じた り,そ の他
夫婦間 の財産関係 の調整 の措置 を裁判所が執 りうること,な どである(同 章四)。 そ して叢後に,
夫が婚姻取消訴訟 を提起 し妻が婚姻有効を主張 して争 うようなときには,判 決蓬での間夫が妻に一
時扶養料 および弁護 士費用 もしぐは訴訟 費用を支払 うよう裁判 所が命令 しうる場合が多いことが説
明 される 伺 章 五)。
以上すべ てを要約 して,筆 者は,ア メ リカでは永年 の伝統 と慣習のゆえに婚 姻の無効 ・取 消と離
婚 の相違が曖昧で,無 効 ・取消の原因が同時に離婚原因 とされ ているよ うな州 も少なか らず存在 し,
これが必要以上に問題を複雑 ならしめていることを指摘 し,ア メ リカ離婚法 の今後 の課題は狭義 の
離婚法その ものを整備す ることにより婚姻の無効 ・取消の本来の使命を確立 する ことにあろ うとい
う見通 しを もつて論文を結ぶ ・
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は,キ リス ト教の伝統 の強固な国 における婚姻の無効 ・取消の制度 と離婚制度との間の歴
史的関連 と機 能的近接性 とに着 目し,従来 ま とまつた研究のなかっ たア メリカ法における婚姻の無
効 と駿消 につき数多 くの判例その他 の文献 を渉猟してま とめ上げ た ものであり,そ の学 問的価 値は
高 く評価 さるべ きである 。
本論文 についても,難 をいえ ば,や や教科書 ふ うの平板な叙述 や論旨の展開 が気にな らないわけ
ではない 。 しかしなが ら,州 ごとに独立 の立法権 ・裁判 権を もつ この種 の法領域に関 しては,ア メ
リカ全土 につ いての歴史的 に も現行法的にも精密 で網羅的な解明 をなす ことは,1人 の研究を もつ
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て しては不可能で あろう。本論文 のような方法でその概要 を把握 し,も つて我が学界に比較法的な
資料 を提供す るという先駆的 な役割を果す ことは,そ れと して貴 重な意味を もつ し,学位 論文 とし
ての充分な価値 を有す るものといわなければな らない 。
以上に よつて本学位論文提出者 は法学博士 の学位 を授 与され るに値いす ると認める。
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